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平成２９年６月定例会 県土都市整備委員会の概要 

 

日  時 平成２９年７月３日（月） 開会 午前１０時 ５分 

                  閉会 午後 １時３０分 

場  所 第９委員会室 

出席委員 小川真一郎委員長 

     柿沼トミ子副委員長 

     金子勝委員、宇田川幸夫委員、細田善則委員、高橋政雄委員、齊藤正明委員、 

     高木真理委員、藤林富美雄委員、並木正年委員、中川浩委員 

欠席委員 なし 

説 明 者 [県土整備部関係] 

西成秀幸県土整備部長、須藤喜弘県土整備部副部長、 

中村一之県土整備部副部長、相沢正実県土整備政策課長、 

磯田和彦建設管理課長、西岡利浩用地課長、福島英雄道路政策課長、 

金子勉道路街路課長、大山裕道路環境課長、加藤智博参事兼河川砂防課長、 

秋山栄一水辺再生課長 

 

西村実収用委員会事務局長 

 

[都市整備部及び下水道局関係] 

野川達哉都市整備部長、武藤彰都市整備部副部長、 

五味昭一都市整備部副部長、末柄勝朗都市整備政策課長、 

吉岡博之都市計画課長、川辺隆浩市街地整備課長、 

落合誠田園都市づくり課長、北田健夫公園スタジアム課長、 

白石明建築安全課長、柳沢孝之住宅課長、楢原徹営繕課長、 

田中裕二設備課長 

 

粟生田邦夫下水道事業管理者、新井伸二下水道局長、柳田英樹下水道管理課長 

本田康秀参事兼下水道事業課長 

 

会議に付した事件並びに審査結果 

１ 議案 

  なし 

 

２ 請願 

  なし 

 

所管事務調査 

１ 県土整備部関係 

（１）県道の附属物である道路標識の腐食について 

（２）落石が原因と思われる転落事故について 

（３）横断歩道橋の転落事故について 

２ 都市整備部関係 

  大宮公園グランドデザインについて 
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報告事項 

１ 県土整備部関係 

  埼玉の活力を高める道路ネットワーク整備について 

２ 都市整備部及び下水道局関係 

（１）指定管理者等に係る平成２８年度事業報告書及び平成２９年度事業計画書について 

（２）平成２９年度における指定管理者の選定について 

（３）まちづくり埼玉プランの見直しについて 

（４）包括的民間委託に係る平成２８年度事業実績及び平成２９年度事業計画の概要につ

いて 
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平成２９年６月定例会 県土都市整備委員会における発言 

 

 

【所管事務に関する質問（県道の附属物である道路標識の腐食について）】 

細田委員 

 ４月にさいたま市浦和区針ヶ谷で警察が管理する標識が倒れて負傷者が出たが、県土整

備部で管理する道路標識の総数や管理状況等について聞きたい。 

  

道路環境課長 

  県が管理する道路標識は、目的地を案内する大型の道路案内標識が約４，０００基、警

戒標識などの小型標識が約１６，０００基ある。日常の管理としては、道路パトロールカ

ーによる目視点検を行っており、おおむね３日に１回、状態を確認できている。また、日

常点検のほか、近接目視による定期点検を実施しており、大型標識については、５年に１

回の頻度で実施している。小型標識については、定期点検が義務化されていなかったが、

平成２８年度に国から点検要領が示されたため、今後は、５年に１回の頻度で定期点検を

実施していきたい。 

 

細田委員 

 目視点検だけだと見つけられない場合があると思われる。非破壊検査などを行えば、部

材の腐食などより詳細に状況が把握できると思うが、どう考えるか。 

 

道路環境課長 

 定期点検の際は、単なる目視ではなく、高所作業車などを使用し、部材の腐食状況、亀

裂やボルトの緩みの有無などを確認するとともに、打音や触診による検査を行っている。

その際、さびなど異常があれば、非破壊検査機器による板厚等の検査をし、腐食が著しい

と判断された場合は交換等の対応を取っている。 

 

細田委員 

 意見として申し上げる。点検者の習熟度によって非破壊検査を実施するかどうかの判断

にばらつきが出るため、もう少し非破壊検査を増やし、問題箇所の交換など適切に対応し

ていただきたい。 

 

【所管事務に関する質問（落石が原因と思われる転落事故について）】 

金子委員 

１ この事故はどのような状況で発生したのか。 

２ 事故現場に石が落ちていたのとのことであったが、事故現場付近で落石対策が取られ 

 ていなかったのか。通常であれば落石の防護柵が設置されているはずであるが、その一 

 部が破損していたということか。 

 

道路環境課長 

１ ４月２２日土曜日の午後１０時頃、秩父市内の県道秩父上名栗線の浦山大橋付近で車  

 両が崖下に転落した。その結果、運転手１名が亡くなり、同乗者３名が重軽傷を負う痛 

 ましい事故となった。警察の調査では、現場近くに約５０センチメートルの石が落ちて 

 おり、この石に接触して落ちた可能性があると考えられている。詳しい事故原因につい 
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 は、警察で調査中であり正式な見解は出ていないが、この石が原因となった可能性が高 

 いことから、道路管理者として重く受け止めている。 

２ 現場には落石防護柵が整備されているが、御指摘のとおり一部に隙間が開いており、 

 この隙間から石が落ちたと推測されている。 

 

金子委員 

 隙間があったとのことだか、防護柵が破損していたのか。 

 

道路環境課長 

  山の所有者が山林の管理のために出入りするため、意図的に開けてあった箇所である。 

 

金子委員 

 開いていた隙間は、現在は閉じられているのか。 

 

道路環境課長 

  山間部を管理している県土整備事務所で緊急点検を行い、県内で同様な箇所が９７か所

確認された。これらについては、地権者の確認を取りながら、まずは応急対応を進めてい

る。６月末までに７７か所で応急対策が完了し、残りについても７月末までに応急対策が

完了する見込みである。その後、ほかの部分と同等の構造となるような対策を順次進めて

いく。 

 

【所管事務に関する質問（横断歩道橋の転落事故について）】 

金子委員 

１ 幼児が転落した事故の発生原因は何か。 

２ 柵の隙間から幼児が転落したと新聞等で報道されていたが、この柵の隙間の基準はあ 

 るのか。 

３ 事故が起こった横断歩道橋の柵は基準に適合していたのか。 

４ 県が管理する横断歩道橋で事故が起こった歩道橋と同様のものがどの程度あるのか。 

５ 事故が発生した歩道橋と同様のものについて、対策はどのように行われているのか。 

 

道路環境課長 

１ 転落した瞬間については目撃されていないが、現場の状況から、柵の隙間が最大２０ 

 センチメートル程度開いており、この隙間から転落したのではないかと推測されている。 

２ 国土交通省が「防護柵の設置基準」を定めており、この基準の解説書としてまとめら 

 れた社団法人日本道路協会の「防護柵の設置基準・同解説」の中で、高欄の形状につい 

 ては、幼児がすり抜けて転落する恐れも考慮して、桟間隔は１５０ミリメートル以 

 下とすることが望ましい」となっている。 

３ この基準からすると、事故が起きた横断歩道橋は望ましいとされる基準を満たしてい 

 ないが、この基準は昭和６１年に設定されたものである。事故が起きた歩道橋はそれ以 

 前に設計されたものであり、設計当時は１５０ミリメートル以下という基準はなかった 

 ので、基準に反していたという状況ではなかった。ただし、現在の基準からすると間隔 

 が広いことから、直ちに応急措置の対策を完了させた。 

４ 緊急点検を行った結果、１５０ミリメートル以上の間隔があった歩道橋が４０橋確認 

 された。 
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５ ６月末までに柵を追加したり、プラスチックの板を張る等の対策を全て完了した。 

 

金子委員 

１ 整理すると、今回の事故は、横断歩道橋に基準ができる前の１５０ミリメートルより  

 広い間隔があったことから起きてしまった。現在については、新しい基準に対して不適 

 合のものは全て６月で対策が完了し、基準を満足していると考えてよいか。 

２ 柵が横になっているものはないのか。 

 

道路環境課長 

１ 県が管理する横断歩道橋については、全て６月末で１５０ミリメートルの基準を満た 

 す状態となっている。 

２横方向に転落防止の柵を設置することは、よじ登り等の危険もあることから、基本的に 

 は縦に設置することとなっている。 

 

【所管事務に関する質問（大宮公園グランドデザインについて）】 

宇田川委員 

 大宮グランドデザインについて、もう少し詳しくこれまでの経緯をお示しいただきたい。 

 

公園スタジアム課長 

 大宮公園は、明治神宮や日比谷公園などの設計もされた本多静六博士らが約１００年前

に「氷川公園改良計画」を策定した。それ以降、大宮公園はこれを基本にしながら整備を

進めてきた。次の１００年については、本多静六博士の精神などを継承しつつ、文化・観

光の拠点として一層魅力のある公園にしていくために、大宮公園の将来イメージを示し、

魅力アップを図っていきたいと考えている。 

 このグランドデザインは、検討委員会の中で検討される内容ではあるが、東京都が策定

した上野公園グランドデザインでは、ゾーニングを行い、ゾーニングごとに文言による整

備にあたっての基本的な考え方を示し、望ましい将来像をイメージスケッチにし、イメー

ジ共有ができる内容となっている。 

 なお、アウトプットについては、検討委員会にお願いしようと考えている。グランドデ

ザインが策定された後は、これを基とした設計を進めて、予算を取って整備をしていくこ

ととなる。 

 

宇田川委員 

 次の１００年を見据えた計画ということなので、地元の方々と盛り上げていくことが大

変大事である。地元に対しての説明や期間はどのようにやってきたのか。 

 

公園スタジアム課長 

 地元への説明は、まだ行っていない。地元に関しては、平成２４年度から、大宮公園魅

力アップ協議会というものがあり、大宮公園の関係者である大宮アルディージャ、野球連

盟、自治会連合会、東武鉄道、商店街などの方々が集まり、毎年１～２回程度の意見交換

会を行っている。来週、この協議会が開催されるため、そこでこのような説明を行いたい

と考えている。 
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宇田川委員 

 まだ、説明会はなかったということを確認した。大きなプロジェクトとなるため、始ま

る前の丁寧な説明が一番大切と考えるがいかがか。 

 

公園スタジアム課長 

 丁寧な説明は大事と考えている。検討委員会は、秋に開催を予定しているため、それま

でに魅力アップ協議会の構成委員である連合会長を通じて周知していく。検討委員会の開

催日時がハッキリしたら、内容を含めて、できるだけ公表していきたい。 

 

宇田川委員 

 周知は秋までに行われ、検討委員会開催までにしっかりとした体制をつくるということ

でよいか。 

 

公園スタジアム課長 

 大宮公園に関係する様々な団体からも意見をいただきたいと考えているので、グランド

デザインを策定していくことの周知を行うとともに、意見をできるだけ伺いたいと考えて

いる。 

 

宇田川委員 

 日下部議員からの一般質問にも提案があったように、いろいろな方々からの意見が出る

と思う。１００年を見据えて歴史と伝統のある大宮公園を作っていくために、埼玉県を代

表する公園になるよう、秋までにいろいろな体制づくり、今一度それで大丈夫なのかお聞

かせいただきたい。 

 

公園スタジアム課長 

 周知の仕方については、もっと皆様に積極的にお知らせしていきたいと考えている。検

討委員会は２年間かけて進める予定だが、中間段階においても意見を伺うなどのいろいろ

な方法を考えて進めてまいりたい。 

 

宇田川委員 

 ２年に及ぶ大事な検討委員会について、今年も１,７００万円の予算も承認されており、

これらを踏まえしっかりした体制づくりをこれから整えていただきたい。そのことを申し

添えて意見とする。 

 

中川委員 

 大宮公園の関連で伺うが、ＮＡＣＫ５スタジアム脇の歩道がない部分に、クランクにな

っていてなおかつブラインドがあるなど危険な場所がある。自転車が不慣れな方は止まれ

ずにけがをする可能性があるので、速やかな対応を望むがどうか。 

 

公園スタジアム課長 

 該当箇所はさいたま市管理部分と公園との境界になるので、道路管理者であるさいたま

市と相談して対応したい。 


